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石垣島初記録のテッポウウオ

赤池貴大 1・本村浩之 2

A single specimen (96.4 mm standard lengths) of Toxotes 
jaculatrix (Pallas, 1767) (Toxotidae), widely distributed in the 
eastern Indian and western Pacific oceans, was collected from 
Ishigaki-jima island, Ryukyu Islands. In Japanese waters, this 
species has previously been recorded only from Iriomote-jima 
island, Ryukyu Islands. Therefore, the present specimen, de-
scribed herein in detail, represents the first record of the species 
from Ishigaki-jima island.
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 Abstract

テッポウウオ科は東インド洋から西太平洋にかけて

広く分布し，1属 10有効種が知られている（Allen, 1978, 

2004; Kottelat and Tan, 2018）．そのうち国内からテッポ

ウウオ Toxotes jaculatrix (Pallas, 1767) と Toxotes chatareus 

(Hamilton, 1822)の 2種が記録されている（瀬能ほか，

1987; Iwatsuki et al., 2017；本村，2022）．前者は 1986年に

西表島の浦内川から得られた 1標本により日本国内から初

めて標本に基づき記録され（瀬能ほか，1987），2002年の

時点で西表島の 3河川（浦内川，相良川，および仲間川）

で生息が確認されたが（鈴木ほか，2002），局所分布であ

ることや生息環境の悪化などの要因により環境省および沖

縄県のレットデータブックにおいて絶滅危惧種 IA類に指

定されている（瀬能，2015；立原，2017）．後者は国外外

来種として日向灘から記録された（Iwatsuki et al., 2017）．

2021年 3月に石垣島から 1個体のテッポウウオ T. 

jaculatrixが採集された．本種の国内における記録は上記

のとおりであり，本標本は石垣島における初記録となる．

加えて，本種の形態・生息環境に関する知見は保全上で有

益であると考えられるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Allen (2004)にしたがった．標

準体長（standard length）は体長または SLと表記した．脊

椎骨数の計数には軟 X線写真を用いた．本報告に用いた

標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，その生鮮時の写真は同館のデータベースに登録

されている．色彩の表記は財団法人日本色彩研究所（1984）

の系統色名に準拠した．

Toxotes jaculatrix (Pallas, 1767)

テッポウウオ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 153937，体長 96.4 mm，沖縄県石垣市

大浜　磯辺川下流（24°21′26′′N, 124°12′09′′E），水深 0.1 m，

2021年 3月 15日，手網，赤池貴大．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合は Table 1

に示した．体高はやや高く，著しく側扁する．頭部断面は

逆三角形状．体は唇，胸鰭，腹鰭，背鰭の棘間の鰭膜，お

よび尾鰭を除き櫛鱗に被われる．体背面は吻端から背鰭第

4棘起部にかけて緩やかに上昇し，そこから尾鰭基底上端

にかけては下降する．体腹面は口端から腹鰭起部にかけて

下降し，腹鰭起部から臀鰭起部までは水平で，そこから尾

鰭基底下端にかけて上昇する．両眼間隔域は平坦．胸鰭基

底上端は眼の下縁とほぼ同じ高さに位置し，下端は腹鰭起

部よりも前方に位置する．胸鰭の後端は尖り，背鰭起部直

下付近に達する．腹鰭起部は胸鰭基底の直後に位置し，た

たんだ腹鰭の後端は肛門を越える．背鰭は 1基で，起部は

臀鰭起部直上，基底後端は臀鰭基底後端直上付近に位置す

る．背鰭棘は第 4棘が最長で，各軟条は分枝する．背鰭の

鰭膜は棘間のみやや深く切り込み，軟条部では湾入しない．

背鰭は棘間の鰭膜を除き小さな櫛鱗で覆われる．臀鰭棘は
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第 3棘が最長で，各軟条は分枝する．臀鰭は各棘の先端を

除き鰭膜に覆われ，その表面は小さな櫛鱗で覆われる．尾

鰭は截形であるが，後縁の中央がわずかに湾入する．吻は

尖り，吻長は眼径よりも短い．眼と瞳孔はともに円形．鼻

孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は隣接し，眼の前方に位置す

る．前鼻孔は短い管状．後鼻孔は背腹方向に伸びるスリッ

ト状で，頭部背面に向かうほど狭い．口は上位で，口裂は

眼径よりも大きい．鋤骨，口蓋骨，内翼状骨，および基舌

骨には顆粒状の歯帯があり，内翼状骨の歯帯は幅広く，前

後方向に長い．口蓋の正中線上には狭い溝があり，その左

右には内翼状骨がある．鰓孔はやや広く，下端は眼の後

縁の直下付近，上端は胸鰭基底上端とほぼ同じ高さまで達

する．主上顎骨と前鰓蓋のそれぞれの下縁には小さな棘状

の突起が並ぶ．前鰓蓋後縁と鰓蓋後縁は円滑．側線は完全

で，鰓蓋上方から始まり体軸と平行に直進した後，僅かに

上昇し，そこから背鰭起部直下付近まで直線的で，背鰭起

部直下付近から背鰭第 1軟条基部直下付近まで緩やかに下

降し，そこから尾鰭基底にかけて体軸と平行にはしる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）—体側背面はオリーブ色，

背面から体側中央にかけて薄い黄緑色，体側中央から腹面

にかけての地色は銀白色．体側には 5つの大きな黒色班が

並ぶ．1つ目は眼と主鰓蓋骨後縁の中間，2つ目は主鰓蓋

骨後縁の直後，3つ目は背鰭起部直下付近，4つ目は背鰭

軟条部の基底中央直下付近，および 5つ目は尾柄部の後方

上部に位置する．胸鰭の地色は白色半透明で，上部は薄い

黄緑色．腹鰭は白色半透明．背鰭は薄い黄緑色で，棘間の

鰭膜のみ白色半透明で先端はわずかに薄い黄緑色を帯び

る．臀鰭は暗い黄緑色．尾鰭は黄色．瞳孔は黒色．虹彩は

銀白色で，上部と下部のみ黒みがかる．

分布　本種は東インド洋から西太平洋に広く分布し，
インドのベンガル湾からバヌアツのニューヘブリデス諸島

まで記録されている（Allen, 1978）．これまでの日本国内

における記録は西表島の 3河川（浦内川，相良川，および

仲間川）のみで，そのうち定着が確認されているのは 1河

川（仲間川）のみである（鈴木ほか，2002）．さらに，本

研究により石垣島から初めて記録された．

備考　石垣島から得られた標本は背鰭棘数が 4である

こと，口蓋の正中線上に狭い溝があること，頭部の断面

が逆三角形で，両眼間隔域は平坦であること，および体側

上部に 5つの黒色斑が並ぶことなどの特徴が Allen (1978, 

2004)，瀬能ほか（1987），鈴木ほか（2002），および瀬能（2013）

の示したテッポウウオ Toxotes jaculatrixの標徴と一致した

ため，本種に同定された．なお，本種は背鰭棘数が 4であ

ることから全ての同属他種から容易に識別される（Allen, 

1978, 2004；瀬能ほか，1987, 2013; Kottelat and Tan, 2018）．

「テッポウウオ」は観賞魚として流通しているテッポウ

ウオ属魚類の複数種の総称として用いられてきたが，T. 

jaculatrixを標本に基づき初めて国内から記録した瀬能ほ

か（1987）は本種に対して標準和名「テッポウウオ」を提

唱した．それ以降，標準和名としての「テッポウウオ」は T. 

jaculatrixに対して用いられている（例えば，瀬能，2013, 

2018；本村，2022）．

テッポウウオの国内における記録は 1980年に西表島の

仲間川において成魚 2個体が写真に基づき記録され（瀬

Fig. 1. Fresh specimen of Toxotes jaculatrix (KAUM–I. 153937, 96.4 mm SL) from Ishigaki-jima island, Ryukyu Islands, Japan.
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能・鈴木，1980），1986年に同島の浦内川から得られた

1標本より初めて標本に基づき記録された（瀬能ほか，

1987）．その後の西表島における本種の出現状況は鈴木ほ

か（2002）によりまとめられており，1991年に浦内川で

1個体，1995年と 1997年から 2000年の各年に仲間川で

複数個体，2001年に姶良川で複数個体が確認されている．

このように 1995年以降，本種の観察事例が急増している．

鈴木ほか（2002）では，本種は仲間川のみで定着しており，

その近隣に位置する姶良川から確認された個体は仲間川か

らの加入であり，当該河川での産生産の可能性は低いと考

察している．これまでのテッポウウオの国内における記録

は上述したとおりであり，記録されているのは西表島の上

記の 3河川のみである．なお，吉郷（2014）は岡田・伊佐

（1959）が八重山諸島から本種を記録していると記したが，

岡田・伊佐（1959）にテッポウウオは記されておらず，こ

の記録は誤りであった．したがって，本研究で記載した標

本はテッポウウオの石垣島における初記録となる．

石垣島産の標本は磯辺川の下流域（河口からおよそ 400 

m上流に位置する干潮域上部）の岸壁に沿って遊泳してい

るところを第 1著者により手網で採集された．同河川で確

認できたのは上記の 1個体のみで，同地点ではカワスズメ

Oreochromis mossambicus (Peters, 1852) （KAUM–I. 154305，

体長 201.4 mm），ホシマダラハゼ Ophiocara ophicephalus 

(Valenciennes, 1837)（5 個 体：KAUM–I. 154298， 体 長

213.0 mm，KAUM–I. 154299， 体 長 219.4 mm，KAUM–

I. 154300，体長 243.3 mm，KAUM–I. 154301，体長 201.4 

mm，KAUM–I. 154302，体長 167.9 mm）が確認された．

2021年 3月に第 1著者を含む計 4人で石垣島における同

河川を含む複数の河川や，海域に流れ込む小河川および水

路の汽水域における調査を行ったが，本種を確認できたの

は磯辺川の 1個体のみであることから，石垣島における本

種の記録は稀であり，西表島やより南方から偶発的に輸送

された可能性が高いと考えられる．
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